Physical Activity Earlier in Life Is Inversely Associated with Insulin Resistance among Adults in Japan(地域住民の若年期の身体活動はインスリン抵抗性と負の関連をもつ)<内容の要旨及び審査結果の要旨> by 藤田 ひとみ
  




学 位 の 種 類 
 
 
  博士 (医学) 
 
報 告 番 号 
 
  甲第１６４３号 
 
学 位 記 番 号   第１１７８号 
 
氏    名 
 
 
  藤田 ひとみ 
 
 
授 与 年 月 日 
 
 












Physical Activity Earlier in Life Is Inversely Associated with 
Insulin Resistance among Adults in Japan 
（地域住民の若年期の身体活動はインスリン抵抗性と負の関連をもつ） 
 








  主査： 上島 通浩 











2007年 4月から 2011年 8月までの約 5年間に、岡崎市医師会公衆衛生センターにて人間ドッ
クを受診した 40歳から 79歳の岡崎市民のうち、研究参加に同意が得られ質問票と検査結果より

















インスリン抵抗性に影響を及ぼす因子として BMIがあり、BMI は HOMA-IR の低下に貢献し
ている可能性がある。また、肥満者は運動することで体重が減少するという相互関係が知られて
いるが、今回の研究対象では運動習慣をもつ集団はない集団に比べて BMI が高かった(男性:23.4 


















【対象および方法】2007 年 4 月から 2011 年 8 月までの約 5 年間に、岡崎市医師会公衆衛生セン
ターにて人間ドックを受診した 40 歳から 79 歳の岡崎市民のうち、研究参加に同意が得られ質問







【結果】すべての情報収集が出来、血糖降下剤を使用していない男性 3,683 名、女性 3,200 名を
研究対象とした。若年期に運動習慣がある群の運動習慣がない群に対するインスリン抵抗性をも
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